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広
絞

閣
に
わ
た
る
報
告
で
サ
。

漉翠藤監市鏡

市露良一般報告

!言問日55年第4国市議会定例会

我:接手:ミ11本選:事業能害毒素掘作伝部議
改正1jjf:滋養訴の踊逗:裂さl~議集がす;誕:

@寿喜々と滋む流域下木滋(布鋭機先、斡ヲ転処緩急轟〉印臣賞町から:彩'.
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市
民
共
通
屈
の
お

燦
と
な
る
市
民
総
総
重
と
あ
淡
に
綴
し
示
れ
、
つ
ね
に

愛
間
鴨
谷
れ
る
富
山
目
的
の
蜘
織
が
制
定
さ
れ
ま
し
疋
。

沼
田
盗
聴
畿
は
、
ー
諮
問
凶
mwf
ヂ
巴
よ
る
、
尚
一
伐
の
た

ぬ
の
術
開
昂
憲
章
L

刊
住
制
定
す
る
だ
ぬ
に
、
干
の
即
時
の
代

表
三
十
六
o
m
C
よ
り
我
孫
子
市
市
民
怒
滋
制
定
協
議

会
が
緩
和
五
十
五
紙
七
月
一
〔
り
に
発
足
し
、
制
制
定
作

唯
一
常
事
」
進
め
る
こ
と
C
な
り
渓
レ
疋
。

一
試
合
、
で
き
る
い
だ
け
多
く
の
仰
の
知
的
の
意
同
党
校
日
以
附
映

し
だ
も
の
仁
す
る
定
め
仁
、
「
{
弘
毅
あ
ひ
っ
と
に
よ

り
綴
血
盟
文
ぞ
つ
の
る
と
と
ち
に
、
筋
肉
小
中
努
絞
か

ら
も
議
繁
し
と
と
こ
ろ
、
小
学
綴
二
部
悼
の
生
徒
か
ら

九
十
一
畿
の
お
荻
で
箔
広
い
緩
P
L
わ
た
り
↑
い
な

O
点

の
{
治
勢
僚
が
よ
せ
ら
れ
れ
中
小
し
乏
。

こ
の
世
態
議
文
恥
砕
い
ら
と
に
、
我
孫
子
市
際
問
問
慾
寧
制

定
的
融
談
会
で
十
線
開
制
の
会
議
な
も
ち
、
間
断
案
作
成
作

織
法
を
行
い
、
十
一
月
二
4
2
m
に
時
帰
案
が
で
#
は
あ
ガ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
約
交
と
条
文
五
条
か
ら
な
る
後
孫

子
洛
民
惑
綴
マ
す
。

こ
う
し
て

J
m
w
後
の
手
C
よ
る
、
市
民
の
だ
め
の

浴
民
盟
理
常
較
し
ダ
で
き
あ
ガ
内

J

、
十
二
月
八
日
C
設
孫

子
市
灘
市
民
簿
登
織
的
沌
滋
議
会
か
ら
治
良
憲
議
m
w
制制定

と
援
還
に
つ
い
て
の
建
議
機
織
ガ
市
長
に
ヂ
わ
た
さ
れ

ま
し
と
。
こ
れ
な
概
況
け
て
、
市
は
こ
の
壷
悪
蛾
国
十
交
の
制
部

{
疋
を
間
総
務
五
十
五
年
明
照
的
関
我
察
予
防
総
会
中
比
例
会

に
制
報
告
し
、
緩
和
策
十
六
年
体
一
月
十
五
日
に
総
淀
発

表
し
ま
し
い
と
。

(2) 

て
同

i月間自に制定患れる

り

よ

日
に
十
市
制
刷
州
側
行
十
周

渡辺藤正市長

代
将
祐
子
市
川
同
、
昨
年
七
月

年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
緩
史
的
な
枇
即

g
仁
、
問
問
機
教
育
文
化
郷
市
に

ふ
さ
わ
し
い
十
万
市
民
の
街
阻
ん
滋
家
と
前
回
仙
の
歌
が
、

皆
様
の
や
に
よ
っ

我孫子市民

科手長)11 e:子主主沼にかこまれ自わたくしたちは、

然、ど歴史にはぐくまれた我孫子の市慌て、寸 o

部潤教育文化都市をめさずすm
めて、明日への願いを民としての誇りをもち、
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玄
口
び
を
ゆ
総
じ
て
お
り
ま
す
ら

ま
れ
ん
、
市
民
総
資
・
、
京
総
mw
欲
に
応
募
な
さ
れ
た

皆
緩
や
、
制
定
に
多
ふ
〈
な
る
ご
日
川
、
カ
を
い
た
だ
い
た

市
総
札
機
思
索
制
制
定
協
緩
会
、
務
総
凡
の
欽
審
査
委
日
間
ム
z
m
u

地
路
線
に
は
改
め
て
お
礼
取
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
制
制
定
悦
粗
削
快
に
い
た
だ
い
た
多
〈
ぬ
と
だ

兇
を
市
政
に
生
か
す
と
と
も
に
、
市
日
刊
の
叫
駄
が
背
後

ド
ド
愛
さ
れ
‘
市
災
後
経
か
白
汽
に
索
開
伐
の
も
の
と
な
る

よ
う
祭
カ

L
て
ま
い
る
続
中
が
で
あ
リ
ま
す
。

後
絞
め
…
阻
唱
の
日

ぽと

住みよいあぴ、こにします

生き主たきと{動ミ予

裂かなあび、こにしま“す

わたくしたちは、

を定めまナ。

*-と締とゴ二のにおいがいっぜいの

どもの喜多を

コ之化を高め

fE争ぴゆくあびこにします

主義せなあびこにします

みんなでい話しあい

心、と{本をきたえ

老人会大切にし

J三るさとを愛し

明るいあぴこ

ヤこじ市
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(3) 

で

輩Jr市践の歌J「市民

こ
の
洛
〔
出
注
意
慾
同
地
¥
よ
り
よ
い
荻
ち
づ
く
り
の
い
は

め
に
、
高
出
向
的
竹
内
滋
の
緩
い
た
問
問
僚
を
位
決
し
付
ん
も
の
で

す
。
ね
い
に

υ
ど
ち
格
段
汐
自
覚
と
索
後
篭
も
っ
て
ホ
ホ

↑
つ
づ
く
り
に
務
鉛
弓
る
だ
め
の
礼
子
吋
ひ
き
で
治
協
同
リ
ま

す。
こ
の
幾
重
ガ
俊
明
治
め
中
で
爽
淡
さ
れ
灯
、
よ
り
ぶ
い

談
ち
な
つ
ぐ
る
た
め
に
、
総
さ
ん
と
と
恥
い
じ
ご
の
憲

章
十
枚
然
滋
し
て
い
ぢ
ど
い
と
田
山
い
叩
紘
一
等
。

市
民
m
U
酌
慨
は
¥
コ
ゆ
る
援
な
あ
び
こ
の
イ
メ
ー
ジ

に
ふ
各
わ
し
く
、
之
J

ど
む
か
ら
お
年
際
的

J

ぎ
で
汐
い

つ
で
も
ど
こ
で
、
口
ず
さ
め
る
燐
執
し
を
と
、
「
瓜
議

官
釦
び
こ
い
な
遜
じ
て
紋
枕
開
校
爾
珂
聾
摘
し
祭
レ
材
、

そ
の
線
一
発
三
十
七
件
の
応
募
作
付
υ
努
り
¥
約
一
以
mw

代
表
で
つ
く
ら
れ
た
「
あ
び
こ
あ
民
の
数
織
の
怒
審

査
委
療
品
試
し
で
陪
寝
中
幾
に
総
資
し
、
後
任
一
一
点
十
社
」
畑
蹴
出

し
中
小
レ
芝
。
寄
ら
円
弘
、
警
部
脱
会
判
に
こ
の
一
一
一
点
そ
議
蚤

し
だ
位
向
媛
、
♂
弛
い
つ
つ
じ
の
廷
の
駒
献
し
で
始
ぎ
る

間
十
波
紋
ウ
ナ
さ
ん
の
蜘
執
務
ガ
漢
は
れ
れ
叫
ぶ
し
た
。
一
平
刷
機
布
。

ん
は
、
市
内
経
総
に
あ
注
添
い
の
支
局
の
カ
下
、
、
ず
子

関
宮
柏
市
山
山
邦
辺
を
歩
い
て
い
む
う
↑
つ
に
叡
誌
が
浮
ん
で

殺
い
だ
そ
う
で
す
。

車
窓
再
錦
絵
同
地
、
こ
の
駒
制
緩
に
闘
を
つ
け
る
た
め
、
シ

ン
か
!
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
小
燦
後
さ
ん
に
欲
的
…
聞
の

錨
制
作
と
符
総
務
~
訟
緩
い
し
、
後
孫
子
m
w
m
繁
を
う
だ

つ
対
ん
あ
び
こ
市
民
の
援
が
で
き
あ
か
り
一
ぶ
し
た
。

お
で
は
、
海
浅
の
叡
を
よ
り
多
く
の
秀
之
党
え
て

い
た
い
た
く
た
め
ヘ
レ
コ
ー
ド
を
楚
し
上
げ
る
こ
と
に

し
殺
し
た
。
ご
務
誠
一
一
mw
万
は
こ
の
紙
盛
下
倒
閣
が
い
ご
覧

の歌
花の波紅 いつ つじ の1筆

名あび、この丘の

行く君を並木を

{主小綜十市{伝言可・{ドI出平線歌子11三詞喜多が追う淡い光の

舞い遊び水面をコサぞが2. 

しJJ3手ヲ三事変沼はねる

Dm 

丹
る
の
的

か
ね
き
ぱ

お
詰
す
く

の
ま
ず
っ

こ
ぬ
る
辻

び
が
れ
た

あ
て
ゆ
幸

C7 

み
び
に
く

な
そ
わ
お

一
一
一
一

の
あ
が
と

な
い
ね
も

は
ま
と
く

二

の

が

い

に

γ

じ
ぎ
ゅ

9

4
V

っ
さ
ば
か

e
っ
こ
ま
ひ

bu応

e

時
同
一
一

、
い
も
ひ
の

か
ず
う
き

あ
み
ゆ
あ

Gm7 

背に乗って

認を飛ぶ

自い 奨 の

安長い患いカず

み
つ
え
え

き
の
ぷ
ニ

く
に
さ
く

併
時
ゆ
一
一

、
ゆ
せ
く
な

C/ c む鈎

ミ二二Fー

なみー舎を

つ 11 ーさの
なが一れも
つぐ“みの

邑m7Am 

否

、ω ;r-.・
けーや~
1.. -ろい
か ω ぜも

b たる

む，"'4C F 
Gml 手Jj手長 )11 に

秋毛京i皮

タ絡 まば ゆ い

諮れゐす、 き め

3. 

おー

り
者
み
う

ご
ぷ
な
は

一

司

叩

仰

な
し
ほ
げ

る
っ
き
ゅ

は
な
あ
ふ

草笛も

愛め歌

鳴く声も

春 i攻 1)

雲速く

冬化粧

j試も流れも

お に と ど け と

グ)(ノ九 ヱう， 1) ，こ

くいノメグ7

活ーを思えば

iヒ;立 ifU.皮 の

i滋:る

4. 

rあびこ市民の概jレコ…ド
務望者は諮申し込みを

「
あ
び
こ
市
災
め
叫
臥
」
約
九
注
を
記
念

し
て
市
内
に
わ
ね
ハ
低
ま
い
の
だ
を
対
象
い
い

レ
コ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

ご
希
緩
め
々
は
、
往
復
ハ
ガ
今
に
、

住
所
・
氏
名
町
二
市
川
氏
mw
数
レ
コ
i
h
h
f

希
望
?
一
と
淡
い
て
、
ー
月
幻
自
U

(

当打開

消
印
台
特
効
)
ま
で
に
お
申
込
ふ
く
ど
き

い
。
ン
コ

i
ド
三
一
依
然
に
つ
き
一
枚

で
字
。※

申
込
み
先
我
同
知
子
市
我
孫
子
一

八
五
六
我
孫
子
市
役
所
持
W

被
災

で
亀
認
で
め
取
込
み
受
付
は
い
た
し

ま什いん乙〕

※
レ
コ

l
F
N
M
S
月
間
制
緩
し
上
げ
る

予
定
で
す
。
(
当
付
加
梯
M
H
追
っ
て
広
州
刊
で

お
知
ら
せ
い
だ

L
王
す
ぷ
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治
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仏
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滋
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叩
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燐
執
し
を
と
、
「
瓜
叫
時

一
め
び
こ
い
な
遜
じ
て
紋
枕
開
校
爾
珂
聾
m
u
一一品

υ材、

そ
の
線
一
発
三
十
七
件
の
応
募
作
付
υ
努
り
¥
約
一
以
mw

代
表
で
つ
く
ら
れ
た
「
あ
び
こ
あ
民
の
数
織
の
怒
審

査
委
醐
窮
余
し
で
陪
寝
中
幾
に
総
資
し
、
後
任
一
一
点
十
社
」
畑
蹴
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。
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♂
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献
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錦
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燦
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。
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叡
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櫛
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が
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に
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と
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し
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台
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付
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追
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収
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受
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磁
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収
索
。
秘
速
な
、
り
な
い
時
は
、
松
一
戸
税
務
管
い
山
崎
ゃ

な
仇
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烈
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薄
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れ
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憾
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{
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…
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験
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③
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受
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検
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収
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。
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そ
れ
ら
ψ
為
め
と
全
体
的
所
↑
一

川
サ
ラ

7
7ン
の
ち
で
、
悼
時
間
開
校
始
、
き
ま
す
。
小
山
部
出
船
内
良
市
世
代

b

約
滋
際
納
町
、
院
に
一
人
間
的
2
K
山
引
き
続
い
て
務
総
し
て
い
得
が
あ
ゑ
い
り
多
く
な
い
だ
れ
滞
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滋
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収
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付
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双
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。
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れ
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滅
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付
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仏
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訪
問
販
売

こ
ん
な
手
口
に

訪
問
問
問
版
発

ιよ
る
ト

ω

一
フ
プ
ル
が
あ
と

を
絡
ち
ま
せ
ん
。
制
制
曲
四
な
セ
ー
ル
ス
?

ン
は
功
uvか
つ
袖
靖
則
引
な
手
口
で
寵
ロ
品
を

売
り
つ
け
て
春
季
す
悶
次
の
よ
う
な
手

口
は
は
繁
法
慾
で
す

Q

。
公
約
機
醐
聞
の
名
を
闘
用
い
る

「
消
防
署
か
ら
来
た
い
「
然
紬
問
料
開
に

依
託
き
れ
た
」
な

Y
E縫
っ
て
波
大
緩

や
衛
生
用
具
を
宛
り
つ
け
ま
す
硲
島
m
A
宮

町
砥
明
舎
を
幽
比
せ
て
も
‘
h
Jか
各
機
関
に

附
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

om持
令
偽
る

竹
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
ほ
し
い
い

ー
ト
イ
レ
を
祭
し
て
誌
し
い
」
な
ど
と

て
上
が
り
こ
み
、
化
絞
殺
や
夜
会

話
教
材
な
ど
を
売
っ
つ
け
ま
す
。
特
間
際

的
g
品
問
者
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
名
乗
っ

て
中
ス
コ

γ
ト
人
出
貯
や
お
茶
な
ど
を
高

〈
機
っ
つ
け
た
り
、
同
級
生
は
皆
同
持
っ

た
と
磁
を
つ
い
て
学
習
教
材
を
究
り
つ

け
る
な
ど
多
く
の
災
が
あ
り
ま
す
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訪
問
販
売
で
的
資
品
物
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ぬ
滅
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機
会

が
多
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の
で
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ル
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ザ
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め
功
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な
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な
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な
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ま
し
ょ

う
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縦
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な
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避
け
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く
り
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え
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に
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ま
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ょ
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費
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簿
演
会
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き
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緩
和
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て
茨
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を
薬
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た
め
の
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と
し
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会
を
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附
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ま
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。
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制
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士
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懸
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叫
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築
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簿
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叫
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簿
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憾
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簿
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簿
絞
緩
口
問
問
す
る
も
の
な
ら
自
由

V
出
胤
附
隅
本
文
は
間
間
十
呂
字
誌
漁
協
附
川
紙

気
枚
以
内
本
文
め
鋭
、
同
月
初
、
機
関
い
ま
す
む
そ
こ
で
札
晶
体
問
な
ス
リ
ソ
プ
感
ス
利
回
出
盛
山
婆
家
を
対
象
に
庁
ス
も
れ
輸
が
入
っ
た
方
は
、
必
ず
ど
泌
総
く
だ
さ

別
支
出
一
覧
表
を
添
付
防
総
帥
摘
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追
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叡
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叫
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齢
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収
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猛
約
問
ぺ
文
字
唾
け
車
ト
汗
F
f
i

vゑ
繊
跡
則
被
増
中
考
委
員
会
、
千
幾
を
口
Y

ク
十
る
と
方
向
性
を
失
っ
て
し
十
六
米
航
帆
年
皮
(
五
十
五
年
ふ
さ
マ
碍
丹
か
吟
味
し
て
食
味
的
良
い
標
準
漉
仲
間
来
が
〉
一
瞬
仲
上
関
税
ノ
余
ノ
若
総
ハ
蕊
一
…
記
ス
ル

泌
総
議
後
滋
委
員
会

V
後

織

的

口

本

ま

い

ま

す

廻

ら

紙

十

六

年

十

月

)

で

は

‘

級

品

車

内

併

後

臨

扮

さ

れ

る

よ

う

指

導

し

て

ま

い

り

ま

〈

利

則

的

内

海

モ

ナ

イ

u

彼
ノ
荒
山
崎
ノ
附
相
続
ヲ
開
制
げ
開

放

滋

協

会

O

X

ノ

l
タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ
ヂ
ヱ
A
1
ン
捻
が
か
な
り
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま

7e

ス
ル
実
ニ
一
町
宇
品
市
a

9

・
余
ノ
焼
却
公

告

し

た

。

同

国

で

は

喝

未

的

叫

滞

納

怯

織

と

的

門

標

準

掘

削

政

情

米

内

務

し

い

内

務

に

つ

い

ハ

案

一

一

昔

総

ノ

ゐ

箆

タ

α

9

4

桝
カ
符

雪
道
や
凍
っ
た
遜
鈴
明
、
は
、
ス
ノ
l

滑

な

蕊

総

毒

殺

開

閉

す

る

た

め

、

本

年

産

て

は

、

議

幾

仙

紙

線

録

。

約

七

一

一

二

末

、

傘

立

京

ノ

約

付

命

令

ヨ

リ

強

今

光

タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
か
品
明
周
し
米
的
不
足
分
を
波
小
問
問
年
産
品
平
等
に
よ
一
一
一

i
…γ
八

一

線

〉

ま

℃

お

問

問

い

合

わ

せ

つ

智

子

ヲ

油

開

府

間

ス

ル

c

法
ク

ま

し

ょ

う

む

り

桃

払

附

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

く

だ

怒

い

u

別

釦

引

い

川

消

費

じ

め

勾

め

燥

で

は

、

今

来

季

度

目

い

機

器

検

査

諮

っ

て

北

童

・

青

森

県

巌

雪

ブ

レ

1
1
1
1
1
i
i
i

ン
ド

L
K標
準
価
格
米
を
五
十
五
部
十

我
孫
子
方
ス
(
株
)
で
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車
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百
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中
旬
か
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匂
五
十
品
八
年
七
月
中
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町
ま

富
十
の
凍
結
ス
リ
ッ
プ

事
故
を
な
く
そ
う

都
も
本
婚
約
と
な
り
、
胡
朝
晩
の
き
び

し
い
冷
え
こ
み
に
道
絡
は
凍
り
つ
い
て

り
一
日
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均
で
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七
九
約
き
な
り
ま
す
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に
な
り
辛
て
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言
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滋
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ら
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す
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縫
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潟
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(女子織業訓練生募集 l
砂部線科悶一般事務格若干名

員長告も経理手持部名。洋裁科初主5
.除凝洛書喜怒卒業以上35歳訟で

験車重盤苦手‘録 オ月19白から318
験運重望書8 2湾98

..襲11綴翼~f，華 1王手(4用方ら3悶〉

砂場し込み・罪書い合せ重義立干家

経毒事主主主語鞍雪綾 子葉市天台霊D20

告官0472く54)7717 

〈罪事工霊童〉

| 唱勧の還群学G←一云5釘ご雨一雇亙瓦瓦主言雇瓦瓦瓦}一一一一一一-一一一一~一一一}一一}一}
E鎚詰E渓詰金語砲遺公震では、寝技，大学

などに進学する芝(/)に!島章警官入学

重量、話量業車耳、下宿の懸念等馬選挙

量基金の議資を行いま司。

b限度額守也簿50万門以内

炉返満期間 修業年四重以内(綴潟

4$) 

砂利患 年 8，8%(ご1日lJi鞄昨春江主筆

準金利〉

砂liX録期間 4月初凶誌で

炉問い合せ E量良重量感主主態ニド重義必

至芸宮0472(27)行71、主主主主{手書議書寄

りoi"l室長汚、 t雲詞金皇室、f重罪聞各自治、

還をr.;o窓口でお気楼iこど翁差是くZさ

さい。

ハh
v(
 

惨森E日続:究ささんく絞p)!JS事華社

へと37ヨ内Cり霊寄付がおりを去し主主。
険信電療綾子でさん(立宮本)から諭llt

へと1，町内じり寝苦{甘えアまちりをましだ。

炉内閥均紛ぜちん(綴〉から総紘へ

と78ワ自悶の襲撃(甘かありZ択しえま。

砂望露lZlニユヰユ撚ん〈憲議〉 から rミ予を

へ10BIIJの寝苦付文T

り殺し段。

惨後援撃波設思議れJ(ωω〉から r本土

へ10BIIJG白書割寸

1:5おりままい主主。

..採さ手じい誌をお事長話護重量主1'1ま愛媛1:1

1う者議後へと207ラIIJo稼iltえ100'つきま

し主主。

惨殺然予襲撃雲受講義主語重量様式?ら f孝士会

へおお院の蓉

i寸1:100りされ，，7:::':;;

券監盟諸主総ぞ予感Iuく綴戸童話EB)だら

機能窓校:ノダ…へき引i善章治意違憲言語担a:ll!言

時事行ありをまし応。

b二アンカド…幾重重僚(本現))から

障事務マザーズホーんの官軍!沼iこクリ

スマスケキのブレヤントガあり

Eましえさ。

iテレホン・サービスl
jまま(85)1313
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